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研究成果の概要： 

 本研究は、脳・神経疾患患者の転倒スクリーニング・スケールの開発をすることを目的に行

われた。結果、個々の脳・神経疾患に特徴的な簡易転倒予測指標として「爪先立ち動作の可否」

が考えられた。そして、脳神経疾患患者の場合、既存の転倒アセスメントツールに加えて「爪

先立ち動作の可否」の評価を行うことで有効性の高い転倒者スクリーニング・スケールとなる

ことが示された。 

 

交付額                             （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2007 年度 1,320,000 0 1,320,000 

2008 年度 1,290,000 387,000 1,677,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 2,610,000 387,000 2,997,000 

 

研究分野：医歯薬学分野 

科研費の分科・細目：慢性期看護学 

キーワード：脳神経疾患・転倒予防・危険度評価・アセスメントツール  

 

１．研究開始当初の背景 

我が国の脳・神経疾患では脳卒中が最も

有病率が高く、2005 年には 150 万人を数え

ている。また、パーキンソン病などの神経

変性疾患は脳卒中に次いで患者数が多く、

これらの 2疾患は諸外国に比べて高い有病

率を示している。高齢社会の影響によりこ

れらの患者数が増加傾向にあることに加え、

治療の進歩に伴い生命予後が改善し療養期

間が長期化していることから、脳卒中・パ

ーキンソン病患者の転倒等の 2次障害の予

防による、要介護状態の予防と生活の質（以

下 QOL）の維持が重要な課題である。 

転倒に関する研究はこれまでに地域高齢

者を対象に数多くなされており、その危険

因子として加齢・認知障害・感覚障害・筋

力低下・バランス障害などが挙げられてい

る。これらの転倒危険因子に加えて、脳・
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神経疾患への罹患が転倒の危険因子である

ことは過去の疫学調査で示されており、脳

卒中への罹患や転倒が日常生活動作（以下

ADL）や QOL 低下の主たる原因の１つである

ことが報告されている。そのため、脳・神

経疾患患者の転倒予防による自立機能の維

持は社会的にも特に重要な課題である 

我々が行った脳卒中・パーキンソン病患

者を対象とした過去 1年間の転倒経験と転

倒関連要因に関する断面調査の結果、脳卒

中患者の約 3割、パーキンソン病患者の約 6

割が過去 1年間に転倒経験を有しているこ

と、転倒関連要因の保有状況および転倒経

験との関連は脳卒中とパーキンソン病患者

間で相違があることが明らかとなった。こ

れらの知見をふまえ、脳・神経疾患患者の

転倒予防のためには、今後、転倒関連要因

の保有状況と転倒発生との関連を追跡調査

で検討することにより、個々の脳・神経疾

患に特徴的な転倒予測指標を明らかにし、

スクリーニングのためのスケールを開発す

ることが必要であると考えた。 

 

２．第 1次調査 

(1) 研究の目的 

我々は、平成 18 年 6～12 月に 192 名の脳

卒中患者およびパーキンソン病患者へ転倒

関連要因の評価のために、静的および動的

バランスや認知機能、感覚機能等の身体計

測を行った。したがって、それらをベース

ライン調査とした1年間の追跡調査を行い、

転倒関連要因と新たな転倒発生との関連を

疾患別に検討することを目的とした。 

 

(2)研究の方法 

 ベースライン調査者のうち追跡調査に同

意の得られた脳卒中患者 125 名（応諾率

88.0%）、パーキンソン病患者 54 名（応諾率

80.6%）を対象に、1年間の転倒状況を 3か月

毎に電話または郵送にて確認した。静的バラ

ンス評価は Gravicorder GS-7（ANIMA Co, 

Ltd.）を用いて重心動揺を測定し、動的バラ

ンス評価には Functional Reach Test（FRT）

を用いた。また、簡易動的バランス指標とし

てスクワット、爪先立ち、かかと立ちの可否

を用いた。転倒者は 1年間に 1回以上転倒し

た者と定義した。 

解析については、過去 1年間の転倒経験と

追跡期間中の転倒生起割合との関連を疾患

別にカイ二乗検定にて検討した。さらに、脳

卒中患者においては、それぞれのバランス指

標と転倒との関連を年齢、性別、Mini Mental 

State Examination、上肢 Barre'徴候、下肢

Barre'徴候を調整した多重ロジッティック

回帰分析にて検討した。 

 

(3)研究成果 

脳卒中患者については調査協力者中再梗

塞や転居等の 16 名を脱落とし、残りの 109

名を分析対象者とした。分析対象者のうち過

去 1年間の転倒経験を有した者（n=29）はそ

うでない者（n=80）と比較して、1 年間の追

跡期間中の転倒生起割合が高かった（それぞ

れ 62.1%、21.3%、p<.001）。また、パーキン

ソン病患者についても脱落 16 名を除いた 41

名を対象とし解析した結果、過去 1年間の転

倒経験を有した者（n=22）はそうでない者

（n=19）と比較して、1 年間の追跡期間中の

転倒生起割合が高かった（それぞれ 77.3%、

36.8%、p=.009）。 

 そこで、脳卒中患者については過去の転倒

経験を有さない 80 名を対象にそれぞれのバ

ランス指標が転倒に及ぼす影響を、年齢、性

別、Mini Mental State Examination (MMSE)、

上肢 Barre’徴候、下肢 Barre’徴候を補正

した多重ロジッティック回帰分析を用いて



 

 

検討した。結果、統計学的には有意ではない

ものの FRT15cm 未満の者は 15cm 以上の者に

比べて約 15 倍転倒者が多かった（オッズ

比:15.62,95%信頼区間:0.90-271.40）。一方、

重心動揺における外周面積と転倒との関連

はなかった。簡易動的バランス指標について

は、爪先立ちのできなかった者はできた者に

比べて有意に転倒者が多かった(オッズ比：

13.41、95%信頼区間：1.49-121.06)。一方、

スクワット、踵立ちと 1年間の転倒との間に

有意な関連は見られなかった。 

 

３．第 2次調査 

(1)研究の目的 

第1次調査により、脳卒中やパーキンソ

ン病などの脳神経疾患患者において「爪先

立ち動作の可否」が独立した転倒予測指標

となることが明らかとなった。 

そこで本研究では、脳神経疾患患者にお

ける転倒アセスメントツールの有効性を

「爪先立ち動作の可否」を用いて検討した。 

 

(2)研究の方法 

対象は平成 20年 9月～平成 21年 1月に一

大学病院の神経内科および脳神経外科に入

院した患者とし、入院時に行われる既存の転

倒アセスメントツール評価と同時に「爪先立

ち動作の可否」を評価し、入院中の転倒の有

無を追跡調査した。 

解析は既存のツール単独の場合、既存のツ

ールに「爪先立ち動作の可否」の評価を追加

した場合の感度・特異度をそれぞれ算出した。 

 

(3)研究成果 

調査対象者 136 名のうち欠損があった 25

名を除外し 111 名を分析対象者とした。分析

対象者の年齢(平均値±標準偏差)は 57.5±

19.5歳、性別は男性が55名(49.5%)を占めた。

診療科の内訳は神経内科 45 名(40.5%)、脳神

経外科 66 名(59.5%)であった。入院中に 1回

以上転倒したものは 10 名(9.0%)であった。

既存の転倒アセスメントツール合計得点は

8.0±5.1 点(35 点満点)で、このツールにお

いて転倒の危険が高いとされる 17 点以上の

ものは 6名(5.4%)であった。 

入院時に評価された既存のツール合計得

点の感度は 20.0%で、特異度は 96.0%であっ

た。一方、既存のツールに加えて「爪先立ち

動作の可否」を評価項目に加えると感度 90%、

特異度 63.4%であった。 

 

４．総括 

脳神経疾患患者の場合、既存の転倒アセス

メントツールに加えて「爪先立ち動作の可

否」の評価を行うことで有効性の高い転倒者

スクリーニング・スケールとなることが示さ

れた。 
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